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 「山口高等女学校秋季大運動会 キャプテンダンス 本科3年生実科2年生」 （御園生家文書52 ） 

   運動会 ～明治から大正期～ 

《スポーツの普及と運動会》 

わが国においては、学校での体育活動

がスポーツの普及に大きな役割を果たして

きました。とりわけ毎年各学校で行われた

運動会は、地域の人々の関心を集めるス

ポーツイベントとなり、スポーツ普及の一翼

を担いました。 

わが国の運動会の始まりは明治7年

（1874）、築地の海軍兵学寮で開催

された「競闘遊戯会」とされています。その

後、明治11年に札幌農学校で行われ、

さらに明治20年代に各学校に広がって行

きました。 

山口県では、明治18年に山口中学校

で行われた「天長節祝賀運動会」がその

始まりです。その後、県下の各中学校、私

立学校に伝わり、やがてそれらを付近の小

学校が模して広く行われるようになりまし

た。 

 

《大正時代の運動会》 

上の写真は県立山口高等女学校

（現県立山口中央高等学校）で行わ

れた運動会の記念絵はがきで、大正4年

（1915）のものです。たくさんの観衆や

万国旗、生徒たちの服装等に当時の運

動会の雰囲気を感じることができます。 

『山口県立山口中央高等学校百年

史』によると大正5年の秋季大運動会のプ

ログラムは裏面の様になっています。これを

見ると、当時の運動会は、競技力を競い

合う競技会の要素を含みつつも、「みんな

が運動に親しむためのもの」であったようで

す。 

生徒たちの服装にも時代の特徴が良く

現れています。当時は大正デモクラシーと

呼ばれ、女性の社会進出とともに、女性の

服装が和服から洋服へと変わっていった時

代でした。『山口中央高校百年史』による

と、開校以来、授業や体操など全ての学

校生活は着物と袴で行われていましたが、
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「山口県立山口高等女学

校創立丗周年記念絵はが

き」（雨村家文書330） 

絵はがきは学校の記念事

業に際し、しばしば作成され

ました。中でも運動会は定番

のコンテンツでした。当館でも

運動会の様子を写した絵は

がきを数多く所蔵しています。 
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 大正2年（1913）に体操の時間などに活動がしやすい

よう、袴の裾の長さをボタンによって調節できる「改良袴」

が考案され便利になったとあります（表面写真の服

装）。しかし依然として上は着物であり、より活動しやすく

するために、大正10年から半袖の体操服が用いられ、そ

の年の運動会がそのお披露目となりました。大正12年に

は制服自体も和服から洋服に替わっています（写真下

の服装）。 

山口高等女学校は大正11年に湯田から白石（現山

口大学教育学部附属山口小学校の場所）に移転しまし

た。建物に囲まれた狭い校庭で行われていた湯田校舎で

の運動会（表面写真）から、白石に校舎が移ってから

は、広いグランドを利用して、県内の高等女学校との対抗

戦を行ったり、近隣の小学校を招いて対抗トラック競技を

行ったため、運動会には、その応援のため大観衆が集まっ

たと新聞に報じられるほどの一大イベントになりました（写

真下）。 

『山口県立山口中央高等学校百年史』より 

「県立山口高等女学校運動会 級技 本四甲 其二」 

（佐倉谷家文書73（15の11）） 

  大正13年の運動会。白石校舎の広いグラウンド。服        

装も半袖の体操服に変わっています。） 

 

「山口高女運動会ニテ 小学校四百米リレーレース第一着」

（佐倉谷家文書72（8の7）） 

  大正12年の運動会。小学生を招いてのリレー競技。 


